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※概要（Summary ）： 

UV ナノインプリント法で表面微細構造を作り，スパ

ッタ法で金属膜を付加する方法で放射率特性を変化

させることに成功した．スパッタ源と正対する平面に

200 nm の厚みの Au 金属膜ができる時間スパッタし

た表面微細構造において，波長 10 μm における放射

率が上がり，0.6 程度になることが分かった． 

 
※実験（Experimental）： 

UV ナノインプリント法で作成した表面微細構造を上

に，ヘリコンスパッタ装置を用いて金膜を付加した．

Fig.1 に金膜を付与した表面微細構造を示す．  

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

Fig.2 に膜厚 200 nm の金膜ができる時間スパッタし

た表面微細周期構造の垂直放射率を示す．波長 10 μ

m で放射率はピークを持ち，ピークの値が 0.6 程度で

あることが分かる．表面微細構造を持たない金膜の放

射率がほぼ 0 であることから，UV ナノインプリント

法で作成した表面微細構造上に，スパッタ法で金膜を

つけることにより，放射率を増加させることが出来る

ことが分かった．  
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Fig. 2 Normal emissivity (200 nm). 

Fig.1 Sample of periodic micro structure with metal film 


